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「
沖
縄
初
の
Ｊ
リ
ー
グ
ク
ラ
ブ
」
を
目
指
し

て
２
０
０
３
年
に
誕
生
し
た
Ｆ
Ｃ
琉
球
は
、
設

立
11
年
目
に
し
て
念
願
の
Ｊ
リ
ー
グ
（
デ
ィ
ビ

ジ
ョ
ン
３
、
略
称
Ｊ
３
）
参
入
を
果
た
し
た
。

こ
れ
は
観
光
立
県
を
標
榜
す
る
沖
縄
に
と
っ
て

は
、
願
っ
て
も
な
い
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
。

　

地
域
に
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー
ム
を
有
す
る
効
果
の

大
き
さ
は
、過
去
の
例
か
ら
も
明
ら
か
だ
。
サ
ッ

カ
ー
不
毛
地
帯
と
言
わ
れ
た
新
潟
で
も
、
地
元

ク
ラ
ブ
「
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
」
の
Ｊ
リ
ー

グ
入
り
を
機
に
、
７
年
で
年
間
約
67
万
人
を
ス

タ
ジ
ア
ム
に
動
員
す
る
ま
で
に
成
長
。
内
閣
府

国
民
生
活
白
書
に
よ
れ
ば
、
地
域
経
済
に
21
〜

25
億
円
の
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
で
は
な

か
っ
た
。
２
０
０
６
年
に
県
内
か
ら
初
め
て
Ｊ

Ｆ
Ｌ
に
参
入
し
た
が
、
そ
の
後
の
Ｊ
リ
ー
グ
準

加
盟
申
請
で
は
、
運
営
体
制
や
ス
タ
ジ
ア
ム
整

備
、
地
元
の
支
援
体
制
な
ど
に
指
摘
を
受
け
、

二
度
の
挫
折
を
味
わ
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、２
０
１
０
年
に
「
沖
縄
初
の
Ｊ
リ
ー

グ
チ
ー
ム
を
誕
生
さ
せ
る
会
」
が
16
万
４
８
５

６
筆
の
署
名
を
集
め
、
沖
縄
県
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
（
以
下
沖
縄
県
陸
上
競
技
場
）
の

改
修
を
要
請
。
こ
れ
を
受
け
た
沖
縄
県
が
２
０

１
２
年
、
沖
縄
県
陸
上
競
技
場
を
Ｊ
２
規
格
に

改
修
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
さ
ら
に
２
０
１
３

年
３
月
、Ｊ
リ
ー
グ
が
新
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
「
Ｊ

３
」
の
発
足
を
発
表
。
こ
れ
で
道
が
大
き
く
拓

け
、
同
年
５
月
に
Ｆ
Ｃ
琉
球
は
新
た
な
運
営
会

社
と
し
て
琉
球
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
株
式
会

社
を
設
立
。
９
月
に
は
難
関
だ
っ
た
Ｊ
リ
ー
グ

準
加
盟
が
遂
に
承
認
さ
れ
、
同
年
11
月
に
Ｊ
３

参
入
が
確
定
し
た
の
だ
っ
た
。

　

Ｆ
Ｃ
琉
球
が
Ｊ
３
チ
ー
ム
と
し
て

戦
っ
て
い
く
上
で
の
展
望
を
、琉
球
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
株
式
会
社
の
代
表
取

締
役
で
あ
る
下
地
良
さ
ん
に
聞
い
た
。

　
「
Ｊ
Ｆ
Ｌ
時
代
に
１
試
合
平
均
２
０
０

０
人
弱
だ
っ
た
観
客
動
員
数
を
、
ま
ず

は
Ｊ
２
昇
格
基
準
の
３
０
０
０
人
以
上

へ
引
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
は
、

リ
ー
グ
戦
で
の
勝
利
は
も
ち
ろ
ん
、
沖

縄
県
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
注
目
さ
れ

る
チ
ー
ム
に
な
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
」
と
下
地
さ
ん
。
選
手
の
育

成
を
通
し
た
戦
力
向
上
と
、
チ
ー
ム
と

県
民
と
の
接
点
強
化
、
こ
れ
ら
が
喫
緊

の
課
題
だ
と
い
う
。
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル「
Ｆ
Ｃ
琉
球
ア
カ
デ
ミ
ー
」の
運
営
も
、

育
成
と
接
点
づ
く
り
の
両
面
に
お
い
て

重
要
な
取
り
組
み
だ
が
、
２
０
１
３
年

終
盤
、
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
沖
縄
市
出
身

で
ア
カ
デ
ミ
ー
育
ち
の
18
歳
、
真
栄
城
兼
哉
選

手
が
存
在
感
を
示
す
活
躍
を
し
た
こ
と
は
、
ク

ラ
ブ
に
と
っ
て
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
だ
。

　
「
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
人
口
は
Ｊ
リ
ー
グ
開
幕

後
の
20
年
余
り
で
１
０
０
倍
に
成
長
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
県
の
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
よ
る

と
沖
縄
で
は
今
、
小
学
生
世
代
の
サ
ッ
カ
ー
人

口
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
」
と
、
下
地
さ
ん

は
沖
縄
に
お
け
る
サ
ッ
カ
ー
の
伸
び
し
ろ
に
も

期
待
を
寄
せ
る
。
選
手
に
よ
る
出
張
サ
ッ
カ
ー

教
室
や
病
院
な
ど
の
施
設
訪
問
、
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
沖
縄
市
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
も
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
る
方
針
だ
。Ｊ
３
入

り
を
機
に
、
チ
ー
ム
の
顔
と
し
て
長
年
活
躍
し

て
き
た
「
ぐ
し
け
ん
く
ん
（
仮
）」
の
後
を
継

ぐ
新
た
な
マ
ス
コ
ッ
ト
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も

近
々
一
般
公
募
す
る
な
ど
、
よ
り
広
く
県
民
へ

の
浸
透
を
図
っ
て
い
く
。

　

実
は
、Ｆ
Ｃ
琉
球
に
は
海
外
か
ら
も
熱
い
視

線
が
注
が
れ
て
い
る
。
２
０
１
３
年
か
ら
チ
ー

ム
に
加
わ
っ
た
マ
レ
ー
シ
ア
代
表
の
ワ
ン
ザ
ッ

ク
・
ハ
イ
カ
ル
・
ビ
ン
・
ワ
ン
ノ
ル
選
手
（
以

下
ワ
ン
ザ
ッ
ク
選
手
）
の
存
在
が
、
予
想
以
上

に
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を
拓
い
て
い
る

の
だ
。「
人
口
２
９
０
０
万
人
の
マ
レ
ー
シ
ア

で
は
、
３
０
０
万
世
帯
が
視
聴
す
る
衛
星
放
送

『
ア
ス
ト
ロ
』
で
の
サ
ッ
カ
ー
有
料
チ
ャ
ン
ネ

ル
視
聴
数
は
１
９
０
万
件
。
国
民
的
人
気
を
誇

る
ワ
ン
ザ
ッ
ク
選
手
が
ス
タ
メ
ン
出
場
す
る
よ

う
に
な
れ
ば
、『
ア
ス
ト
ロ
』
で
の
放
映
権
収

入
や
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
観
戦
ツ
ア
ー
送
客
な

ど
も
推
進
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
下
地

さ
ん
。

　

Ｆ
Ｃ
琉
球
へ
の
注
目
が
よ
り
多
方
面
か
ら
集

ま
れ
ば
、
ス
ポ
ン
サ
ー
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
く
な
り
、
ク
ラ
ブ
の
経
営
基
盤
も
強
化

さ
れ
て
い
く
。
下
地
さ
ん
は
「
大
企
業
が
ス
ポ

ン
サ
ー
の
ク
ラ
ブ
と
は
異
な
り
、Ｆ
Ｃ
琉
球
は

地
域
に
支
え
ら
れ
る
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
個
人
の
方
や
小
規
模
事
業
主
の
方
に
も
支

援
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
よ
う
、
数
万
円
か
ら

数
千
万
円
ま
で
幅
広
い
ス
ポ
ン
サ
ー
枠
を
用
意

し
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。Ｊ
１
に
は
３
０

０
社
も
の
ス
ポ
ン

サ
ー
を
持
つ
ク
ラ

ブ
も
あ
る
中
、Ｆ

連
絡
協
議
会
」
を
発
足
。Ｊ
３
入
会
審
査
の
段

階
に
入
っ
た
２
０
１
３
年
８
月
に
は
33
団
体
に

ま
で
拡
充
し
た
。
沖
縄
県
文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ

部
の
嘉
手
苅
孝
夫
統
括
監
は
、「
ま
ず
は
よ
り

多
く
の
方
々
に
公
式
戦
へ
足
を
運
ん
で
も
ら
う

こ
と
が
大
切
。
そ
の
た
め
、
県
内
マ
ス
コ
ミ
９

社
全
て
に
協
議
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
情

報
発
信
力
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
」
と
拡
充
の

狙
い
を
語
る
。

　

こ
う
し
た
全
県
的
な
取
り
組
み
の
成
果
が
表

れ
た
例
と
し
て
、
２
０
１
２
年
に
初
開
催
さ
れ

た
「
全
島
サ
ッ
カ
ー
一
万
人
祭
り
」
の
成
功
が

挙
げ
ら
れ
る
。
１
年
目
の
観
客
数
は
１
万
１
６

５
８
人
と
な
り
、Ｊ
Ｆ
Ｌ
の
年
間
最
多
観
客
試

合
を
記
録
。
入
場
料
を
有
料
化
し
た
２
年
目
も

１
万
１
１
６
人
と
、
目
標
の
１
万
人
動
員
を
無

事
達
成
し
た
。

　

２
０
１
３
年
９
月
の
県
議
会
で
は
、県
と
し

て
琉
球
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

株
式
会
社
へ
３

０
０
０
万
円
の

出
資
を
決
定
。

「
サ
ッ
カ
ー
を
通

し
て
沖
縄
を
世

界
に
Ｐ
Ｒ
し
、県

内
で
は
子
ど
も
た
ち
を
始
め
県
民
に
夢
や
希
望

を
与
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
Ｆ
Ｃ
琉
球
へ
の
期

待
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
。

　

Ｆ
Ｃ
琉
球
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
は
、
沖
縄
県
陸

上
競
技
場
と
沖
縄
市
陸
上
競
技
場
の
２
大
ス
タ

ジ
ア
ム
を
有
す
る
沖
縄
市
だ
。
１
９
９
６
年
に

「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

を
行
う
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
軸
と
し
た
地
域
振

興
策
に
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。
プ
ロ
野

球
キ
ャ
ン
プ
を
始
め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の

誘
致
や
、プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
琉
球
ゴ
ー

ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
（
以
下
キ
ン
グ
ス
）
と
の
連

携
な
ど
、
そ
の
実
績
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

沖
縄
市
経
済
文
化
部
の
屋
良
保
部
長
は
Ｆ
Ｃ
琉

球
へ
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
、「
現
在
は
主
に

Ｐ
Ｒ
系
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
内
沿
道

の
バ
ナ
ー
（
の
ぼ
り
）
の
設
置
や
公
用
車
へ
の

マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ル
の
貼
付
、
市
の
イ
ベ
ン
ト

へ
選
手
を
招
く
形
で
公
式
戦
へ
の
動
員
促
進
な

ど
も
積
極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て

く
れ
た
。

　

２
０
１
３
年
の
夏
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
へ
の
支

援
に
積
極
的
な
姿
勢
が
評
価
さ
れ
た
嬉
し
い
出

来
事
が
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ

の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
サ
ッ

カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
沖
縄
市
に
誘
致
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
の
だ
。
こ
れ
は
同
ス
ク
ー
ル
の
コ
ー

チ
陣
が
世
界
各
地
を
巡
り
、
子
ど
も
た
ち
に

サ
ッ
カ
ー
指
導
を
行
う
企
画
で
、
日
本
で
の
開

催
は
同
年
が
初
め
て
。
沖
縄
市
を
含
め
全
国
10

カ
所
で
実
施
さ
れ
、
総
参
加
者
数
は
１
０
０
０

人
以
上
と
い
う
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
。

さ
ら
に
、
全
国
の
参
加
者
の
中
か
ら
イ
ギ
リ
ス

へ
招
待
さ
れ
る
優
秀
選
手
６
名
の
ひ
と
り
に
沖

縄
市
比
屋
根
小

学
校
の
２
年
生

児
童
が
選
ば
れ

る
と
い
う
快
挙

も
あ
り
、
地
元

は
大
い
に
湧
い

た
。
屋
良
部
長

は
「
国
内
・
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
と

の
交
流
は
、
子
ど
も
た
ち
に
与
え
る
プ
ラ
ス
の

影
響
が
非
常
に
大
き
い
。
さ
ら
に
選
手
た
ち
が

地
元
に
来
れ
ば
人
も
動
き
ま
す
。Ｆ
Ｃ
琉
球
へ

の
支
援
を
通
し
て
今
後
も
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
界
と

の
接
点
を
増
や
し
、
市
全
体
の
活
力
向
上
を
図

り
た
い
」
と
声
を
弾
ま
せ
た
。

　

Ｆ
Ｃ
琉
球
の
Ｊ
３
参
入
が
、
沖
縄
の
サ
ッ

カ
ー
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
現
在
進
行
形
で
形
成
し

つ
つ
あ
る
今
、
県
産
業
界
は
こ
の
流
れ
を
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
る
べ
き
か
。
嘉
手
苅
統
括
監
は

「
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
は
、
沖

縄
県
の
特
性
に
合
っ
た
素
晴
ら
し
い
産
業
。
ぜ

ひ
関
連
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
を
創
出

し
、
こ
の
波
に
乗
っ
て
欲
し
い
」
と
呼
び
か
け

る
。
屋
良
部
長
は
「
沖
縄
市
で
は
、
キ
ン
グ
ス

の
試
合
観
戦
時
に
臨
時
駐
車
場
を
市
内
中
心
部

に
設
置
し
て
導
線
を
つ
く
る
な
ど
、
市
内
で
の

消
費
行
動
を
促
進
す
る
試
み
が
成
功
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。Ｆ
Ｃ
琉
球
に
も
同
様
の
取
り
組
み
を

検
討
す
る
な
ど
、
目
に
見
え
る
経
済
効
果
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
も

決
定
し
、
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
入
域

観
光
客
）
増
加
に
も
期
待
が
高
ま
る
中
、
こ
れ

か
ら
日
本
全
体
が
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
目
的
と
し

た
旅
行
、
い
わ
ゆ
る
〝
ス
ポ
ー
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
〞
の
黄
金
時
代
を
迎
え
る
。
そ
し
て
沖
縄
で

は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
年
で
も
あ
る
２

０
１
４
年
に
Ｊ
３
開
幕
、
２
０
１
５
年
に
Ｊ
２

規
格
ス
タ
ジ
ア
ム
完
成
予
定
、
さ
ら
に
将
来
的

に
は
Ｊ
１
規
格
ス
タ
ジ
ア
ム
も
完
成
予
定…

と

サ
ッ
カ
ー
だ
け
で
も
大
き
な
動
き
が
続
く
。
日

本
国
内
に
１
２
０
０
万
人
、
世
界
で
は
16
億
人

の
フ
ァ
ン
が
い
る
と
さ
れ
る
サ
ッ
カ
ー
の
世
界

的
人
気
を
沖
縄
に
取
り
込
む
準
備
が
整
い
、
県

内
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
と
っ
て
は
新
た
な

フ
ィ
ー
ル
ド
が
今
ま
さ
に
目
の
前
で
広
が
り
つ

つ
あ
る
絶
好
の
機
会
だ
。
３
月
の
Ｊ
３
リ
ー
グ

開
幕
戦
に
は
ぜ
ひ
足
を
運
び
、
自
ら
の
ビ
ジ
ネ

ス
と
の
接
点
を
模
索
し
て
ほ
し
い
。

Ｃ
琉
球
と
し
て
は
現
在
の
約
１
３
０
社
か
ら
ま

だ
ま
だ
増
や
す
余
地
が
あ
る
と
の
考
え
だ
。「
Ｊ

リ
ー
グ
加
盟
に
よ
っ
て
リ
ー
グ
か
ら
の
配
分
金

も
発
生
し
ま
す
。
そ
う
し
た
好
条
件
を
活
か
し

て
経
営
安
定
化
を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
、
よ
り

魅
力
あ
る
チ
ー
ム
へ
と
育
て
、『
サ
ッ
カ
ー
を

通
じ
て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
』
と
い
う

目
標
に
向
か
っ
て
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
一
歩
一

歩
進
ん
で
い
き
た
い
」
と
い
う
下
地
さ
ん
。
30

代
の
若
き
経
営
者
の
挑
戦
は
今
、
新
た
な
幕
開

け
を
迎
え
た
ば
か
り
だ
。

　

一
方
、
沖
縄
県
で
は
Ｆ
Ｃ
琉
球
に
対
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

環
境
整
備
の
面
で
は
沖
縄
県
陸
上
競
技
場
の

改
修
に
加
え
、
芝
生
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、

芝
生
管
理
の
人
材
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、Ｆ
Ｃ
琉
球
を
活
用
し
た
サ
ッ
カ
ー

キ
ャ
ン
プ
誘
致
を
行
っ
て
お
り
、
２
０
１
１
年

に
７
チ
ー
ム
、
２
０
１
２
年
に
12
チ
ー
ム
の

サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
誘
致
。
延
べ
４
０
０
０

泊
以
上
も
の
新
規
需
要
を
開
拓
し
た
。

　

動
員
支
援
の
面
で
は
２
０
１
１
年
に
沖
縄
県

が
中
心
と
な
り
、
10
団
体
で
「
Ｆ
Ｃ
琉
球
支
援

特集　Feature

FC琉球 いざ、Jリーグへ
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「
沖
縄
初
の
Ｊ
リ
ー
グ
ク
ラ
ブ
」
を
目
指
し

て
２
０
０
３
年
に
誕
生
し
た
Ｆ
Ｃ
琉
球
は
、
設

立
11
年
目
に
し
て
念
願
の
Ｊ
リ
ー
グ
（
デ
ィ
ビ

ジ
ョ
ン
３
、
略
称
Ｊ
３
）
参
入
を
果
た
し
た
。

こ
れ
は
観
光
立
県
を
標
榜
す
る
沖
縄
に
と
っ
て

は
、
願
っ
て
も
な
い
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
。

　

地
域
に
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー
ム
を
有
す
る
効
果
の

大
き
さ
は
、過
去
の
例
か
ら
も
明
ら
か
だ
。
サ
ッ

カ
ー
不
毛
地
帯
と
言
わ
れ
た
新
潟
で
も
、
地
元

ク
ラ
ブ
「
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
」
の
Ｊ
リ
ー

グ
入
り
を
機
に
、
７
年
で
年
間
約
67
万
人
を
ス

タ
ジ
ア
ム
に
動
員
す
る
ま
で
に
成
長
。
内
閣
府

国
民
生
活
白
書
に
よ
れ
ば
、
地
域
経
済
に
21
〜

25
億
円
の
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
で
は
な

か
っ
た
。
２
０
０
６
年
に
県
内
か
ら
初
め
て
Ｊ

Ｆ
Ｌ
に
参
入
し
た
が
、
そ
の
後
の
Ｊ
リ
ー
グ
準

加
盟
申
請
で
は
、
運
営
体
制
や
ス
タ
ジ
ア
ム
整

備
、
地
元
の
支
援
体
制
な
ど
に
指
摘
を
受
け
、

二
度
の
挫
折
を
味
わ
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、２
０
１
０
年
に
「
沖
縄
初
の
Ｊ
リ
ー

グ
チ
ー
ム
を
誕
生
さ
せ
る
会
」
が
16
万
４
８
５

６
筆
の
署
名
を
集
め
、
沖
縄
県
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
（
以
下
沖
縄
県
陸
上
競
技
場
）
の

改
修
を
要
請
。
こ
れ
を
受
け
た
沖
縄
県
が
２
０

１
２
年
、
沖
縄
県
陸
上
競
技
場
を
Ｊ
２
規
格
に

改
修
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
さ
ら
に
２
０
１
３

年
３
月
、Ｊ
リ
ー
グ
が
新
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
「
Ｊ

３
」
の
発
足
を
発
表
。
こ
れ
で
道
が
大
き
く
拓

け
、
同
年
５
月
に
Ｆ
Ｃ
琉
球
は
新
た
な
運
営
会

社
と
し
て
琉
球
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
株
式
会

社
を
設
立
。
９
月
に
は
難
関
だ
っ
た
Ｊ
リ
ー
グ

準
加
盟
が
遂
に
承
認
さ
れ
、
同
年
11
月
に
Ｊ
３

参
入
が
確
定
し
た
の
だ
っ
た
。

　

Ｆ
Ｃ
琉
球
が
Ｊ
３
チ
ー
ム
と
し
て

戦
っ
て
い
く
上
で
の
展
望
を
、琉
球
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
株
式
会
社
の
代
表
取

締
役
で
あ
る
下
地
良
さ
ん
に
聞
い
た
。

　
「
Ｊ
Ｆ
Ｌ
時
代
に
１
試
合
平
均
２
０
０

０
人
弱
だ
っ
た
観
客
動
員
数
を
、
ま
ず

は
Ｊ
２
昇
格
基
準
の
３
０
０
０
人
以
上

へ
引
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
は
、

リ
ー
グ
戦
で
の
勝
利
は
も
ち
ろ
ん
、
沖

縄
県
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
注
目
さ
れ

る
チ
ー
ム
に
な
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
」
と
下
地
さ
ん
。
選
手
の
育

成
を
通
し
た
戦
力
向
上
と
、
チ
ー
ム
と

県
民
と
の
接
点
強
化
、
こ
れ
ら
が
喫
緊

の
課
題
だ
と
い
う
。
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル「
Ｆ
Ｃ
琉
球
ア
カ
デ
ミ
ー
」の
運
営
も
、

育
成
と
接
点
づ
く
り
の
両
面
に
お
い
て

重
要
な
取
り
組
み
だ
が
、
２
０
１
３
年

終
盤
、
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
沖
縄
市
出
身

で
ア
カ
デ
ミ
ー
育
ち
の
18
歳
、
真
栄
城
兼
哉
選

手
が
存
在
感
を
示
す
活
躍
を
し
た
こ
と
は
、
ク

ラ
ブ
に
と
っ
て
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
だ
。

　
「
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
人
口
は
Ｊ
リ
ー
グ
開
幕

後
の
20
年
余
り
で
１
０
０
倍
に
成
長
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
県
の
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
よ
る

と
沖
縄
で
は
今
、
小
学
生
世
代
の
サ
ッ
カ
ー
人

口
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
」
と
、
下
地
さ
ん

は
沖
縄
に
お
け
る
サ
ッ
カ
ー
の
伸
び
し
ろ
に
も

期
待
を
寄
せ
る
。
選
手
に
よ
る
出
張
サ
ッ
カ
ー

教
室
や
病
院
な
ど
の
施
設
訪
問
、
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
沖
縄
市
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
も
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
る
方
針
だ
。Ｊ
３
入

り
を
機
に
、
チ
ー
ム
の
顔
と
し
て
長
年
活
躍
し

て
き
た
「
ぐ
し
け
ん
く
ん
（
仮
）」
の
後
を
継

ぐ
新
た
な
マ
ス
コ
ッ
ト
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も

近
々
一
般
公
募
す
る
な
ど
、
よ
り
広
く
県
民
へ

の
浸
透
を
図
っ
て
い
く
。

　

実
は
、Ｆ
Ｃ
琉
球
に
は
海
外
か
ら
も
熱
い
視

線
が
注
が
れ
て
い
る
。
２
０
１
３
年
か
ら
チ
ー

ム
に
加
わ
っ
た
マ
レ
ー
シ
ア
代
表
の
ワ
ン
ザ
ッ

ク
・
ハ
イ
カ
ル
・
ビ
ン
・
ワ
ン
ノ
ル
選
手
（
以

下
ワ
ン
ザ
ッ
ク
選
手
）
の
存
在
が
、
予
想
以
上

に
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を
拓
い
て
い
る

の
だ
。「
人
口
２
９
０
０
万
人
の
マ
レ
ー
シ
ア

で
は
、
３
０
０
万
世
帯
が
視
聴
す
る
衛
星
放
送

『
ア
ス
ト
ロ
』
で
の
サ
ッ
カ
ー
有
料
チ
ャ
ン
ネ

ル
視
聴
数
は
１
９
０
万
件
。
国
民
的
人
気
を
誇

る
ワ
ン
ザ
ッ
ク
選
手
が
ス
タ
メ
ン
出
場
す
る
よ

う
に
な
れ
ば
、『
ア
ス
ト
ロ
』
で
の
放
映
権
収

入
や
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
観
戦
ツ
ア
ー
送
客
な

ど
も
推
進
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
下
地

さ
ん
。

　

Ｆ
Ｃ
琉
球
へ
の
注
目
が
よ
り
多
方
面
か
ら
集

ま
れ
ば
、
ス
ポ
ン
サ
ー
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
く
な
り
、
ク
ラ
ブ
の
経
営
基
盤
も
強
化

さ
れ
て
い
く
。
下
地
さ
ん
は
「
大
企
業
が
ス
ポ

ン
サ
ー
の
ク
ラ
ブ
と
は
異
な
り
、Ｆ
Ｃ
琉
球
は

地
域
に
支
え
ら
れ
る
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
個
人
の
方
や
小
規
模
事
業
主
の
方
に
も
支

援
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
よ
う
、
数
万
円
か
ら

数
千
万
円
ま
で
幅
広
い
ス
ポ
ン
サ
ー
枠
を
用
意

し
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。Ｊ
１
に
は
３
０

０
社
も
の
ス
ポ
ン

サ
ー
を
持
つ
ク
ラ

ブ
も
あ
る
中
、Ｆ

連
絡
協
議
会
」
を
発
足
。Ｊ
３
入
会
審
査
の
段

階
に
入
っ
た
２
０
１
３
年
８
月
に
は
33
団
体
に

ま
で
拡
充
し
た
。
沖
縄
県
文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ

部
の
嘉
手
苅
孝
夫
統
括
監
は
、「
ま
ず
は
よ
り

多
く
の
方
々
に
公
式
戦
へ
足
を
運
ん
で
も
ら
う

こ
と
が
大
切
。
そ
の
た
め
、
県
内
マ
ス
コ
ミ
９

社
全
て
に
協
議
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
情

報
発
信
力
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
」
と
拡
充
の

狙
い
を
語
る
。

　

こ
う
し
た
全
県
的
な
取
り
組
み
の
成
果
が
表

れ
た
例
と
し
て
、
２
０
１
２
年
に
初
開
催
さ
れ

た
「
全
島
サ
ッ
カ
ー
一
万
人
祭
り
」
の
成
功
が

挙
げ
ら
れ
る
。
１
年
目
の
観
客
数
は
１
万
１
６

５
８
人
と
な
り
、Ｊ
Ｆ
Ｌ
の
年
間
最
多
観
客
試

合
を
記
録
。
入
場
料
を
有
料
化
し
た
２
年
目
も

１
万
１
１
６
人
と
、
目
標
の
１
万
人
動
員
を
無

事
達
成
し
た
。

　

２
０
１
３
年
９
月
の
県
議
会
で
は
、県
と
し

て
琉
球
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

株
式
会
社
へ
３

０
０
０
万
円
の

出
資
を
決
定
。

「
サ
ッ
カ
ー
を
通

し
て
沖
縄
を
世

界
に
Ｐ
Ｒ
し
、県

内
で
は
子
ど
も
た
ち
を
始
め
県
民
に
夢
や
希
望

を
与
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
Ｆ
Ｃ
琉
球
へ
の
期

待
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
。

　

Ｆ
Ｃ
琉
球
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
は
、
沖
縄
県
陸

上
競
技
場
と
沖
縄
市
陸
上
競
技
場
の
２
大
ス
タ

ジ
ア
ム
を
有
す
る
沖
縄
市
だ
。
１
９
９
６
年
に

「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

を
行
う
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
軸
と
し
た
地
域
振

興
策
に
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。
プ
ロ
野

球
キ
ャ
ン
プ
を
始
め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の

誘
致
や
、プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
琉
球
ゴ
ー

ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
（
以
下
キ
ン
グ
ス
）
と
の
連

携
な
ど
、
そ
の
実
績
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

沖
縄
市
経
済
文
化
部
の
屋
良
保
部
長
は
Ｆ
Ｃ
琉

球
へ
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
、「
現
在
は
主
に

Ｐ
Ｒ
系
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
内
沿
道

の
バ
ナ
ー
（
の
ぼ
り
）
の
設
置
や
公
用
車
へ
の

マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ル
の
貼
付
、
市
の
イ
ベ
ン
ト

へ
選
手
を
招
く
形
で
公
式
戦
へ
の
動
員
促
進
な

ど
も
積
極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て

く
れ
た
。

　

２
０
１
３
年
の
夏
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
へ
の
支

援
に
積
極
的
な
姿
勢
が
評
価
さ
れ
た
嬉
し
い
出

来
事
が
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ

の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
サ
ッ

カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
沖
縄
市
に
誘
致
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
の
だ
。
こ
れ
は
同
ス
ク
ー
ル
の
コ
ー

チ
陣
が
世
界
各
地
を
巡
り
、
子
ど
も
た
ち
に

サ
ッ
カ
ー
指
導
を
行
う
企
画
で
、
日
本
で
の
開

催
は
同
年
が
初
め
て
。
沖
縄
市
を
含
め
全
国
10

カ
所
で
実
施
さ
れ
、
総
参
加
者
数
は
１
０
０
０

人
以
上
と
い
う
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
。

さ
ら
に
、
全
国
の
参
加
者
の
中
か
ら
イ
ギ
リ
ス

へ
招
待
さ
れ
る
優
秀
選
手
６
名
の
ひ
と
り
に
沖

縄
市
比
屋
根
小

学
校
の
２
年
生

児
童
が
選
ば
れ

る
と
い
う
快
挙

も
あ
り
、
地
元

は
大
い
に
湧
い

た
。
屋
良
部
長

は
「
国
内
・
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
と

の
交
流
は
、
子
ど
も
た
ち
に
与
え
る
プ
ラ
ス
の

影
響
が
非
常
に
大
き
い
。
さ
ら
に
選
手
た
ち
が

地
元
に
来
れ
ば
人
も
動
き
ま
す
。Ｆ
Ｃ
琉
球
へ

の
支
援
を
通
し
て
今
後
も
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
界
と

の
接
点
を
増
や
し
、
市
全
体
の
活
力
向
上
を
図

り
た
い
」
と
声
を
弾
ま
せ
た
。

　

Ｆ
Ｃ
琉
球
の
Ｊ
３
参
入
が
、
沖
縄
の
サ
ッ

カ
ー
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
現
在
進
行
形
で
形
成
し

つ
つ
あ
る
今
、
県
産
業
界
は
こ
の
流
れ
を
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
る
べ
き
か
。
嘉
手
苅
統
括
監
は

「
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
は
、
沖

縄
県
の
特
性
に
合
っ
た
素
晴
ら
し
い
産
業
。
ぜ

ひ
関
連
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
を
創
出

し
、
こ
の
波
に
乗
っ
て
欲
し
い
」
と
呼
び
か
け

る
。
屋
良
部
長
は
「
沖
縄
市
で
は
、
キ
ン
グ
ス

の
試
合
観
戦
時
に
臨
時
駐
車
場
を
市
内
中
心
部

に
設
置
し
て
導
線
を
つ
く
る
な
ど
、
市
内
で
の

消
費
行
動
を
促
進
す
る
試
み
が
成
功
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。Ｆ
Ｃ
琉
球
に
も
同
様
の
取
り
組
み
を

検
討
す
る
な
ど
、
目
に
見
え
る
経
済
効
果
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
も

決
定
し
、
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
入
域

観
光
客
）
増
加
に
も
期
待
が
高
ま
る
中
、
こ
れ

か
ら
日
本
全
体
が
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
目
的
と
し

た
旅
行
、
い
わ
ゆ
る
〝
ス
ポ
ー
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
〞
の
黄
金
時
代
を
迎
え
る
。
そ
し
て
沖
縄
で

は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
年
で
も
あ
る
２

０
１
４
年
に
Ｊ
３
開
幕
、
２
０
１
５
年
に
Ｊ
２

規
格
ス
タ
ジ
ア
ム
完
成
予
定
、
さ
ら
に
将
来
的

に
は
Ｊ
１
規
格
ス
タ
ジ
ア
ム
も
完
成
予
定…

と

サ
ッ
カ
ー
だ
け
で
も
大
き
な
動
き
が
続
く
。
日

本
国
内
に
１
２
０
０
万
人
、
世
界
で
は
16
億
人

の
フ
ァ
ン
が
い
る
と
さ
れ
る
サ
ッ
カ
ー
の
世
界

的
人
気
を
沖
縄
に
取
り
込
む
準
備
が
整
い
、
県

内
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
と
っ
て
は
新
た
な

フ
ィ
ー
ル
ド
が
今
ま
さ
に
目
の
前
で
広
が
り
つ

つ
あ
る
絶
好
の
機
会
だ
。
３
月
の
Ｊ
３
リ
ー
グ

開
幕
戦
に
は
ぜ
ひ
足
を
運
び
、
自
ら
の
ビ
ジ
ネ

ス
と
の
接
点
を
模
索
し
て
ほ
し
い
。

Ｃ
琉
球
と
し
て
は
現
在
の
約
１
３
０
社
か
ら
ま

だ
ま
だ
増
や
す
余
地
が
あ
る
と
の
考
え
だ
。「
Ｊ

リ
ー
グ
加
盟
に
よ
っ
て
リ
ー
グ
か
ら
の
配
分
金

も
発
生
し
ま
す
。
そ
う
し
た
好
条
件
を
活
か
し

て
経
営
安
定
化
を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
、
よ
り

魅
力
あ
る
チ
ー
ム
へ
と
育
て
、『
サ
ッ
カ
ー
を

通
じ
て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
』
と
い
う

目
標
に
向
か
っ
て
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
一
歩
一

歩
進
ん
で
い
き
た
い
」
と
い
う
下
地
さ
ん
。
30

代
の
若
き
経
営
者
の
挑
戦
は
今
、
新
た
な
幕
開

け
を
迎
え
た
ば
か
り
だ
。

　

一
方
、
沖
縄
県
で
は
Ｆ
Ｃ
琉
球
に
対
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

環
境
整
備
の
面
で
は
沖
縄
県
陸
上
競
技
場
の

改
修
に
加
え
、
芝
生
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、

芝
生
管
理
の
人
材
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、Ｆ
Ｃ
琉
球
を
活
用
し
た
サ
ッ
カ
ー

キ
ャ
ン
プ
誘
致
を
行
っ
て
お
り
、
２
０
１
１
年

に
７
チ
ー
ム
、
２
０
１
２
年
に
12
チ
ー
ム
の

サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
誘
致
。
延
べ
４
０
０
０

泊
以
上
も
の
新
規
需
要
を
開
拓
し
た
。

　

動
員
支
援
の
面
で
は
２
０
１
１
年
に
沖
縄
県

が
中
心
と
な
り
、
10
団
体
で
「
Ｆ
Ｃ
琉
球
支
援

Ｊ
３
入
り
を
起
爆
剤
に

沖
縄
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
時
代
を

全
県
的
取
り
組
み
が
呼
び
起
こ
す

サ
ッ
カ
ー
人
気
高
揚
の
兆
し

「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
青
少
年
育
成
を
」

地
元
沖
縄
市
も
全
力
で
応
援

沖縄県
文化観光スポーツ部　

嘉手苅孝夫
文化スポーツ統括監

沖縄市
経済文化部
屋良保 部長

マレーシア代表選手と契約
（国内プロチーム初）

（クラブ史上初）

奥武山陸上競技場建て替え方針表明

供用開始（予定）

沖縄県陸上競技場改修が決定

沖縄市、FC琉球のホームタウンに

16万4856筆の署名を提出
沖縄初のJリーグチーム
を誕生させる会発足

2020

2018

2015

2014

2013

2012

2011

2009

2006

2005

2004

2003

FC琉球&
沖縄サッカー
ムーブメント

東京オリンピック

サッカーW杯ロシア大会

J2規格スタジアム（沖縄県陸上競技場）

サッカーW杯ブラジル大会

第2回全島サッカー1万人祭り

第1回全島サッカー1万人祭り

FC琉球支援連絡協議会発足

沖縄県陸上競技場の改修要請で

J3参入

J3参入決定

FW高橋選手、JFL得点王獲得

U-12アカデミー創設

U-15アカデミー創設

JFLへ昇格

九州リーグへ昇格

沖縄県1部リーグへ昇格

沖縄県3部リーグ参入

J2昇格へ

J1昇格へ

J1規格スタジアム
 完成（予定）

2010
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今
回
の「
お
き
な
わ
モ
ノ
」
は
、

株
式
会
社
沖
縄
県
物
産
公
社
「
わ
し
た
シ
ョ
ッ
プ
」
の
銀
座
店
で

２
０
１
３
年
７
〜
９
月
の
売
上
数
量
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
「
ゼ
ブ
ラ
パ
ン
」。

ヒ
ッ
ト
の
陰
に
隠
れ
た
物
語
を
ひ
も
と
き
、

「
売
れ
て
い
る
理
由
」に
多
角
的
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
！

お
き
な
わ

わしたショップでの販売開始を機に、
じわじわと全国区へ認知を広げてきた
ゼブラパン。2013年9月には全国ネッ
トのテレビ番組で全国のローカルパン
13 種食べ比べランキングに登場し、4
位にランクインして話題を集めた

Where?

菓子パンにしてはかなり大きめ
のサイズで、一個あたり563キ
ロカロリー。育ち盛りの中高生
も大満足の食べ応えだが、昔か
ら変わらない懐かしの味に癒し
を求める大人たちにとっては、
お腹だけでなく心も満たしてく
れる食べ物だ

Who?

中頭郡西原町字幸地371
☎098-945-5021（パン営業部）
http://www.okiko.net/

オキコ株式会社

海
蛍
グ
ラ
ス

う
み
ほ
た
る

げ
や
販
促
な
ど
を
特
に
行
わ
な
く
て
も
一
日
約

２
０
０
０
個
が
ほ
ぼ
完
売
し
、
同
社
菓
子
パ
ン

製
品
の
中
で
は
常
に
３
位
以
内
と
、
ロ
ン
グ
セ

ラ
ー
の
主
力
商
品
と
な
る
ま
で
に
成
長
し
た
。

　

県
外
で
の
販
売
は
６
年
前
、
銀
座
の
沖
縄
居

酒
屋
に
展
示
さ
れ
て
い
た
ゼ
ブ
ラ
パ
ン
に
、
わ

し
た
シ
ョ
ッ
プ
の
バ
イ
ヤ
ー
が
目
を
付
け
た
こ

と
が
発
端
だ
っ
た
。
オ
キ
コ
の
菓
子
パ
ン
数
種

類
と
一
緒
に
銀
座
店
に
並
ん
だ
が
、
人
気
は
ゼ

ブ
ラ
パ
ン
に
集
中
。
そ
の
後
も
安
定
し
た
売
上

を
継
続
し
て
い
る
。
屋
良
さ
ん
は
ヒ
ッ
ト
の
理

由
を
、「
黒
糖
と
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
ク
リ
ー
ム
の
組

み
合
わ
せ
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
、『
ゼ
ブ
ラ
パ
ン
』

と
い
う
菓
子
パ
ン
ら
し
く
な
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
、

リ
ア
ル
な
シ
マ
ウ
マ
の
絵
柄
を
使
っ
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
、
思
い
切
っ
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
。
４

つ
の
要
素
が
合
わ
さ
り
、
消
費
者
の
記
憶
に
残

　
「
ゼ
ブ
ラ
パ
ン
」
は
、
35
年
前
に
誕
生
し
た

県
内
で
は
お
な
じ
み
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品

だ
。
こ
の
ゼ
ブ
ラ
パ
ン
が
今
、
県
外
で
も
売
れ

て
い
る
。
そ
の
経
緯
を
、
製
造
元
の
オ
キ
コ
株

式
会
社
パ
ン
営
業
部
の
屋
良
恵
美
子
さ
ん
、
仲

村
賢
樹
さ
ん
に
聞
い
た
。

　
「
ゼ
ブ
ラ
パ
ン
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
ア
メ
リ

カ
文
化
で
普
及
し
て
い
た
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
バ
タ
ー

を
、
工
場
で
余
っ
た
パ
ン
に
塗
り
、
お
や
つ
に

食
べ
た
の
が
始
ま
り
だ
そ
う
で
す
」
と
仲
村
さ

ん
。
こ
れ
を
商
品
化
す
る
に
あ
た
り
、ピ
ー
ナ
ッ

ツ
の
風
味
と
相
性
の
良
い
黒
糖
ペ
ー
ス
ト
を
パ

ン
生
地
に
折
り
込
む
こ
と
に
な
り
、
そ
の
シ
マ

模
様
か
ら
ゼ
ブ
ラ
パ
ン
と
名
付
け
ら
れ
た
。
そ

の
後
、
生
地
に
厚
み
を
持
た
せ
た
り
、
食
感
を

柔
ら
か
く
す
る
な
ど
の
改
良
を
加
え
た
と
こ
ろ

売
上
が
伸
び
、
定
番
商
品
に
。
現
在
は
、
値
下

る
商
品
に
な
っ
た
の
で
は
」
と
分
析
す
る
。
こ

う
し
た
県
外
で
の
好
評
を
追
い
風
に
、
オ
キ
コ

で
は
今
年
７
月
、
土
産
品
と
し
て
の
需
要
に
応

え
る
化
粧
箱
入
り
ゼ
ブ
ラ
パ
ン
を
開
発
。
那
覇

空
港
限
定
で
販
売
を
開
始
し
た
。
観
光
客
の
お

土
産
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
の
人
も
県
外

へ
の
手
土
産
と
し
て
購
入
し
て
い
く
そ
う
だ
。

　
「
ゼ
ブ
ラ
パ
ン
は
他
の
パ
ン
に
比
べ
て
製
造

に
手
間
が
か
か
り
、
一
日
の
生
産
個
数
は
２
０

０
０
個
が
限
界
で
す
が
、
当
社
に
と
っ
て
は
ブ

ラ
ン
ド
力
の
高
い
大
切
な
主
力
商
品
で
す
」
と

屋
良
さ
ん
。
発
売
か
ら
今
日
ま
で
少
し
ず
つ
改

良
を
重
ね
、
県
民
に
長
く
愛
さ
れ
て
き
た
ゼ
ブ

ラ
パ
ン
。
県
外
へ
の
発
信
を
強
化
し
て
「
沖
縄

の
菓
子
パ
ン
と
い
え
ば
オ
キ
コ
の
ゼ
ブ
ラ
パ

ン
」
と
言
わ
れ
る
ご
当
地
パ
ン
を
目
指
し
て
い

き
た
い
考
え
だ
。

県内
注目

県外
ヒット

パッケージデザインは35年前から
変わっていない。シマウマの首に
かけた黄色の札は商品価格を記載
するためのものだったが、価格の
変動により数字の印字がなくなっ
た後も札は残り、印象的なアイコ
ンとしてイメージを保っている

How?

化粧箱入りゼブラパン 630円（税込）。那覇空港内の
売店で、今年の7月から一日限定20個で販売を開始
した。パン製品では県内初の試み。大きさは標準の
ゼブラパンの2.2 倍で、長さは実に36cm！

希望小売価格：170円（税込）
県内では各スーパー、コンビニ、売店など
で、県外ではわしたショップ銀座店などで
販売している。楽天などのオンラインスト
アでも一個から購入可能だ

　

昼
間
の
光
を
吸
収
し
、
暗
く
な
る
と
自

ら
発
光
す
る
蓄
光
材
を
散
り
ば
め
た
「
海

蛍
グ
ラ
ス
」
は
、
昼
と
夜
で
違
う
表
現
を

楽
し
め
る
と
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

製
造
元
の
有
限
会
社
や
ん
ば
る
ガ
ラ
ス

工
芸
館
代
表
取
締
役
の
新
垣
恵
正
さ
ん
は
、

「
夜
の
海
面
で
微
生
物
が
光
る
様
子
か
ら
着

想
を
得
て
開
発
を
始
め
ま
し
た
」
と
話
す
。

琉
球
ガ
ラ
ス
の
元
来
の
膨
張
率
と
蓄
光
材

の
性
質
が
合
わ
ず
に
割
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
原
料
の
配
合
比
率
を
調
整

す
る
こ
と
で
強
度
を
上
げ
た
。
そ
の
後
、

試
作
品
を
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
に
就
く
知
人

に
配
り
、
感
想
を
も
と
に
今
の
フ
ォ
ル
ム

に
完
成
さ
せ
る
ま
で
約
２
年
か
か
っ
た
。

　

自
社
の
店
舗
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
売

し
た
と
こ
ろ
、
口
コ
ミ
で
評
判
が
広
ま
り
、

県
内
の
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
で
採
用
さ
れ

る
よ
う
に
。
２
０
１
０
年
に
は
県
内
の
展

示
会
で
琉
球
ガ
ラ
ス
販
売
サ
イ
ト
の
バ
イ

ヤ
ー
の
目
に
留
ま
り
、
取
り
扱
い
開
始
と

同
時
に
県
外
で
も
人
気
に
。
記
念
品
や
贈

り
物
、
特
別
な
日
の
食
器
と
し
て
選
ば
れ

て
い
る
そ
う
だ
。

　

生
産
数
量
は
販
売
開
始
か
ら
５
倍
に
増

え
、
年
間
平
均
１
万
個
を
販
売
。
海
蛍
シ

リ
ー
ズ
だ
け
で
売
上
の
40
％
を
占
め
る
ま

で
に
成
長
し
た
。
現
在
は
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業

界
向
け
に
、
海
蛍
シ
リ
ー
ズ
の
キ
ャ
ン
ド

ル
ホ
ル
ダ
ー
を
開
発
中
。
今
後
も
、
琉
球
ガ

ラ
ス
の
可
能
性
を
拡
げ
る
べ
く
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

有限会社やんばるガラス工芸館
国頭郡本部町字崎本部2583-1
☎0980-51-6677
http://www.green-flash.info/

価格：各 2,835円（税込）
カラーは7種類、
フォルムはタル型など3種類から選べる
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既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
独
自
設
計
の
オ
ー
ボ
エ
で

小
さ
な
楽
器
工
房
が
開
い
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
扉

今
の
自
分
は
な
い
ん
で
す
。
製
造
業
が
少
な
い

と
い
う
課
題
を
抱
え
る
故
郷
に
恩
返
し
が
し
た

い
、
と
い
う
想
い
も
あ
り
ま
し
た
」
と
仲
村
さ

ん
。
沖
縄
特
有
の
輸
送
コ
ス
ト
の
問
題
も
、
単

価
30
〜
１
５
０
万
円
と
い
う
高
付
加
価
値
の
モ

ノ
づ
く
り
で
乗
り
越
え
て
い
る

　
「
沖
縄
は
伝
統
的
に
音
楽
が
盛
ん
な
島
。
楽

器
製
造
は
付
加
価
値
が
高
い
だ
け
で
な
く
、
こ

の
伝
統
を
競
争
力
に
変
え
る
可
能
性
を
秘
め
た

ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。
定
着
す
れ
ば
一
大
産
業
に
育

つ
可
能
性
が
」。
そ
う
語
る
仲
村
さ
ん
の
考
え

の
根
底
に
は
、「
小
さ
な
会
社
や
地
域
だ
か
ら

こ
そ
、
他
が
や
っ
て
い
な
い
こ
と
を
や
り
、
戦

わ
ず
に
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な

る
べ
き
」
と
い
う
思
想
が
流
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
な
る
事
業
拡
大
に
向
け
、
オ
ー
ボ
エ
の

１
０
０
倍
も
の
演
奏
人
口
が
存
在
す
る
と
さ
れ

る
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
市
場
に
向
け
た
商
品
開
発
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
づ
く
り

で
も
金
具
ひ
と
つ
の
形
状
に
至
る
ま
で
常
識
に

と
ら
わ
れ
ず
、「
演
奏
す
る
人
に
と
っ
て
最
も

望
ま
し
い
楽
器
の
姿
」
を
構
想
し
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
を
つ
く
り
上
げ
る
〝
ヨ
ー
ゼ
フ
流
〞
は
変
わ

ら
な
い
。
ま
た
商
圏
拡
大
に
向
け
て
は
、
産
業

振
興
公
社
の
「
県
産
工
業
製
品
海
外
販
路
開
拓

事
業
」
を
活
用
し
て
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
、
イ

タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
の
展
示
会
に
出
展
。
よ
り
多

く
の
人
に
ヨ
ー
ゼ
フ
の
楽
器
を
届
け
た
い
、
と

い
う
想
い
に
加
え
て
「
世
界
中
に
顧
客
を
持
ち
、

一
国
の
景
況
に
左
右
さ
れ
な
い
安
定
経
営
を
」

と
い
う
視
点
か
ら
の
戦
略
的
な
展
開
で
も
あ
る
。

　

２
０
１
３
年
３
月
に
は
北
京
に
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
・
販
路
拡
大
の
た
め
の
拠
点
を
開
設
。
10
億

人
市
場
の
中
国
だ
が
、
反
日
感
情
か
ら
取
り
引

き
が
難
航
す
る
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
経
験
し
た

と
い
う
。「
そ
ん
な
時
は
現
地
に
出
向
き
、
酒

を
酌
み
交
わ
し
、
理
に
か
な
っ
た
演
奏
法
を
教

え
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
楽
器
の
良
さ
を
わ
か
っ

て
も
ら
え
る
ん
で
す
」

　

芸
術
家
で
あ
り
、
職
人
で
も
あ
る
異
色
の
経

営
者
、
仲
村
さ
ん
。
平
均
年
齢
35
歳
、
19
名
の

楽
器
職
人
た
ち
と
と
も
に
、「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
の
世
界
で
沖
縄
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
」
未

来
へ
と
、
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
る
。

る
と
仲
村
さ
ん
は
話
す
。「
た
だ
、
楽
器
は
自

動
車
な
ど
と
違
い
、
出
来
不
出
来
が
命
を
脅
か

す
も
の
で
は
な
い
た
め
、
追
究
さ
れ
な
い
ま
ま

の
問
題
点
を
数
多
く
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

コ
ピ
ー
す
る
か
ら
、
い
い
部
分
も
悪
い
部
分
も

そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
は
つ

く
る
意
味
が
な
い
と
感
じ
た
の
で
、
当
社
で
は
、

１
０
０
０
以
上
あ
る
パ
ー
ツ
の
一
つ
ひ
と
つ
か

ら
、
全
部
自
分
た
ち
で
設
計
し
て
い
ま
す
」

　

記
念
す
べ
き
第
一
号
作
「
ク
レ
メ
ン
ト
モ
デ

ル
」
の
誕
生
以
降
は
、
製
造
技
術
の
研
鑽
に
加

え
て
顧
客
と
販
路
の
開
拓
に
も
注
力
。
埼
玉
を

拠
点
に
、
日
本
そ
し
て
世
界
の
市
場
で
「
一
度

吹
く
と
手
放
せ
な
く
な
る
」
と
い
う
ヨ
ー
ゼ
フ

の
楽
器
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
き
た
。

　

そ
し
て
２
０
０
７
年
に
は
埼
玉
か
ら
沖
縄
に

本
社
と
製
造
拠
点
を
移
転
。「
１
カ
月
の
う
ち

沖
縄
に
い
る
の
は
３
日
ほ
ど
。
営
業
所
を
立
ち

上
げ
た
北
京
に
１
週
間
、
残
り
は
東
京
と
大
阪

を
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
沖
縄
に
本

拠
を
移
し
た
の
は
、
オ
ー
ボ
エ
を
始
め
た
原
点

が
こ
こ
だ
と
い
う
こ
と
。
沖
縄
が
な
か
っ
た
ら

来
の
楽
器
に
満
足
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
奏
者
に
負
荷
を
か
け
ず
に
良
い
音
が

出
せ
、
操
作
性
で
も
不
合
理
な
点
が
少
な
い
楽

器
は
必
ず
つ
く
れ
る
と
い
う
確
信
が
あ
り
ま
し

た
」
と
仲
村
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
る
。

　

し
か
し
、
オ
ー
ボ
エ
は
操
作
・
演
奏
が
難
し

い
こ
と
で
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
載
る
ほ
ど
の
精
密

機
械
。
高
い
工
業
技
術
に
芸
術
性
も
付
加
さ
れ

て
初
め
て
商
品
に
な
る
。
さ
ら
に
、
奏
者
が
楽

器
の
つ
く
り
手
に
な
る
こ
と
は
業
界
的
に
も
異

例
で
、
36
歳
で
の
転
身
も
一
般
的
に
は
遅
す
ぎ

る
と
言
わ
れ
た
が
、
仲
村
さ
ん
自
身
は
何
の
躊

躇
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
欧
州
か
ら
職
人
を
招

聘
し
て
楽
器
づ
く
り
の
指
導
を
受
け
、
４
カ
月

か
け
て
最
初
の
１
本
を
完
成
さ
せ
た
。「
そ
れ

を
試
奏
し
て
く
れ
た
の
が
、
知
人
で
あ
り
世
界

屈
指
の
オ
ー
ボ
エ
奏
者
で
あ
る
マ
ン
フ
レ
ー

ト
・
ク
レ
メ
ン
ト
さ
ん
で
し
た
。
彼
は
こ
れ
を

大
変
気
に
入
り
、
そ
の
ま
ま
顧
客
第
一
号
に

な
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
仲
村
さ
ん
。

　

現
代
の
楽
器
製
造
は
、
世
界
一
と
さ
れ
る
名

器
の
コ
ピ
ー
を
つ
く
る
の
が
基
本
に
な
っ
て
い

　

南
城
市
玉
城
の
田
園
地
帯
。
海
を
見
下
ろ
す

閑
静
な
エ
リ
ア
に
、
年
間
４
０
０
本
の
オ
ー
ボ

エ
な
ど
木
管
楽
器
を
製
造
す
る
工
場
が
あ
る
。

株
式
会
社
美
ら
音
工
房
ヨ
ー
ゼ
フ
は
１
９
８
６

年
の
創
業
以
来
、
独
自
の
発
想
で
楽
器
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
た
楽
器
メ
ー
カ
ー
だ
。
こ
こ

か
ら
送
り
出
さ
れ
る
楽
器
た
ち
は
ワ
ー
ル
ド
ク

ラ
ス
の
奏
者
た
ち
の
高
い
評
価
を
獲
得
。
創
業

１
０
０
年
、
２
０
０
年
の
老
舗
が
ト
ッ
プ
シ
ェ

ア
を
占
め
る
世
界
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
楽
器
市
場

で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。

　

創
業
者
で
あ
る
代
表
取
締
役
社
長
の
仲
村
幸

夫
さ
ん
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
本
場
ド
イ
ツ
で
プ

ロ
の
オ
ー
ボ
エ
奏
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た
と

い
う
経
歴
の
持
ち
主
だ
。
地
元
沖
縄
の
高
校
の

吹
奏
楽
部
で
オ
ー
ボ
エ
に
出
会
い
、
東
京
の
音

楽
大
学
に
進
学
。
卒
業
後
は
ド
イ
ツ
で
プ
ロ
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
籍
を
置
い
て
活
躍
し
て
い
た
。

　

仲
村
さ
ん
が
楽
器
の
つ
く
り
手
へ
と
転
身
す

る
き
っ
か
け
は
、
こ
の
ド
イ
ツ
時
代
に
あ
っ
た
。

「
高
い
音
や
低
い
音
、
響
き
の
良
い
音
を
出
せ

る
か
ど
う
か
は
奏
者
の
技
術
次
第…

そ
ん
な
従

executive
INTERVIEW

代表取締役社長

仲村 幸夫 さん

沖
縄
に
立
つ

沖　を発つ

株式会社美ら音工房ヨーゼフ
ちゅ

株式会社美ら音工房ヨーゼフ
設立：2007年7月　事業内容：木管楽器製造・
販売・修理、楽器付属品・楽譜販売　
本社所在地：南城市玉城字志堅原358-1　
☎098-948-2502　
http://www.josef-oboe.com

楽器のブランド名「ムジーク・
ヨーゼフ」は、ドイツでのプ
ロ奏者時代に付けられた仲村
さんのニックネーム「ヨーゼ
フ」から。自動車の部品製造
にも使われる機械を導入して
精密さを担保する一方、ジュ
エリーをつくるような繊細さ
が必要な工程は職人の手で行
う。設計だけでなく、製造工
程までもがオリジナルだ
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窓口支援
担当に
聞いてみました

県内企業に
聞いて
みました

　

特
許
や
実
用
新
案
な
ど
を
特
許
庁
に
出
願
し

登
録
さ
れ
る
と
、
一
定
期
間
（
特
許
の
場
合
出

願
か
ら
20
年
）
権
利
と
し
て
保
護
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
一
方
、
出
願
し
た
内
容
は
公
開
さ
れ
る

た
め
、
出
願
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
発
明
な
ど

を
他
者
に
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本

全
体
の
技
術
を
効
率
的
に
向
上
さ
せ
よ
う
と
い

う
狙
い
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
秘

密
に
し
て
お
き
た
い
発
明
な
ど
は
出
願
し
な

い
、
と
い
う
選
択
肢
も
、
ひ
と
つ
の
知
財
戦
略

と
言
え
ま
す
。
出
願
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
に
は
色
々
な
要
因
が
絡
ん
で
き
ま
す
が
、
重

要
な
こ
と
は
「
知
的
財
産
を
ど
う
ビ
ジ
ネ
ス
に

活
用
し
た
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
判
断
に

迷
う
方
は
知
財
総
合
支
援
窓
口
な
ど
に
ぜ
ひ
ご

相
談
下
さ
い
。

　

検
討
し
た
結
果
、
出
願
し
な
い
と
い
う
場
合

で
も
、
知
的
財
産
に
関
し
て
知
る
必
要
が
な
い
、

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
新
商

品
に
付
け
た
商
品
名
が
他
者
の
登
録
商
標
で
あ

れ
ば
商
標
権
の
侵
害
に
な
り
ま
す
。
他
者
の
権

利
を
侵
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
不
要
な
リ
ス
ク

を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
知
的
財
産
の
公
開
情

報
に
つ
い
て
は
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

目
指
す
の
は
、
自
己
満
足
で
は
な
く

ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
技
術
開
発

独
自
の
技
術
は
特
許
で

守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

知
的
財
産
権
の
中
で
も
、
産
業
財
産
権
は

産
業
の
発
達
を
目
的
と
し
た
制
度

高坂正登さん

株式会社トマス技術研究所

一般社団法人　沖縄県発明協会
窓口支援担当
☎098-921-2666
e-mail：kosaka@okinawa-jiii.jp
オンライン相談フォーム：
http://www.okinawa-jiii .jp/

うるま市勝連南風原5192-42
☎098-882-8515
http://thomasgk.com/

最旬ベンチャー用語

知的財産権

よ く わ か る ！
「
知
的
財
産
戦
略
に
力
を
入
れ
る

目
的
と
は
何
で
す
か
？
」

「
知
的
財
産
戦
略
に
つ
い
て

教
え
て
下
さ
い
」

アイディアから事業展
開まで一貫支援。特許・
意匠・商標など、知的
財産につい ての相談に
専門家がワンストップ
で対応します。

知的財産総合支援窓口
全国共通ナビダイヤル
☎0570-082100
（有料）

気軽に相談！

知的財産権とは、知的創造活動から生まれたものを一定期間保護する制度の
こと。その中で特許・実用新案（発明・構造など）、意匠・商標（デザイン・ネー
ミングなど）に関する権利を「産業財産権」という。今回、知的財産権の中
でも企業活動に幅広く影響する、産業財産権にスポットを当てて紹介する。

　

プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
し
て
い
た
頃
、

福
富
さ
ん
は
特
許
戦
略
の
重
要
性
を
痛
切
に
感

じ
て
い
た
と
い
う
。「
起
業
し
た
時
か
ら
常
に

特
許
取
得
を
頭
に
描
い
て
い
ま
し
た
。
特
許
を

取
ら
ず
に
優
れ
た
技
術
を
世
に
出
し
て
し
ま
う

の
は
、
財
宝
が
詰
ま
っ
た
金
庫
の
鍵
を
か
け
ず

に
開
け
て
お
く
よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
ね
。
特

許
出
願
に
際
し
て
注
意
を
払
っ
た
の
は
、
特
許

明
細
書
（
特
許
の
内
容
を
説
明
す
る
書
類
）
を

ど
う
書
く
か
で
し
た
。
競
争
相
手
は
特
許
を
侵

害
し
な
い
範
囲
で
巧
妙
に
技
術
を
利
用
し
よ
う

と
し
ま
す
。『
真
似
ら
れ
な
い
特
許
』
に
で
き

て
初
め
て
、
独
自
性
を
維
持
し
た
事
業
展
開
が

可
能
に
な
る
の
で
す
」。
当
初
は
自
力
で
明
細

書
を
書
く
も
う
ま
く
い
か
ず
、
専
門
家
に
助
言

を
仰
い
だ
と
こ
ろ
隙
の
な
い
も
の
に
仕
上
が

り
、
特
許
取
得
が
無
事
実
現
し
た
。

　

チ
リ
メ
ー
サ
ー
は
国
や
県
か
ら
10
も
の
賞
を

授
か
っ
て
い
る
が
、「
受
賞
は
、
発
想
や
技
術

が
社
会
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
を
測
る
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
。
受
賞
し
た
か
ら
と
満
足
し
て
は
駄

目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
利
用
者

の
満
足
が
モ
ノ
を
言
う
の
で
す
か
ら
」
と
福
富

さ
ん
は
自
ら
を
戒
め
る
。
事
実
、チ
リ
メ
ー
サ
ー

は
漂
着
ゴ
ミ
問
題
を
担
当
す
る
県
内
の
市
町
村

職
員
の
報
告
が
他
県
か
ら
の
受
注
に
つ
な
が

り
、
そ
の
後
も
県
内
外
か
ら
受
注
が
続
い
た
と

い
う
。
ユ
ー
ザ
ー
の
満
足
と
口
コ
ミ
の
重
要
性

を
示
す
好
例
だ
。

　

今
後
は
昨
年
開
設
し
た
東
京
営
業
所
を
中
心

と
し
て
各
地
域
に
代
理
店
を
お
き
、
販
売
力
強

化
と
製
品
納
入
後
の
ケ
ア
の
充
実
に
努
め
な
が

ら
、
新
製
品
開
発
に
も
力
を
入
れ
る
。
福
富
さ

ん
は
「
特
許
は
私
に
と
っ
て
戦
略
と
い
う
よ
り

も
全
て
の
前
提
。
身
を
守
る

だ
け
で
な
く
攻
め
手
と
し
て

も
使
っ
て
い
き
ま
す
。
他
で

は
で
き
な
い
技
術
、
顧
客
満

足
を
得
ら
れ
る
技
術
を
通
し

て
、
社
会
の
役
に
立
て
る
存

在
で
あ
り
続
け
た
い
」
と
展

望
を
語
っ
て
く
れ
た
。

●月～金曜日：
　沖縄県発明協会
●毎週水曜日：
　沖縄県産業振興公社
●毎月第4木曜日：
　名護市商工会
※個別相談のため
要事前予約

常駐窓口

福富健仁さん

株式会社トマス技術研究所
代表取締役
株式会社トマス技術研究所
代表取締役

発明のポイントを、「自分の技術を客観視
し、戦う土俵を見極めて、欲張らないで一
点集中。後は、ひらめきを徹底的に検証し
改善し続けることですね」と語る

国、県、発明協会から
数々の賞を受けている
革新的な小型ゴミ焼却
炉「チリメーサー」

 　
「
無
煙
」「
完
全
自
動
運
転
」
そ
し
て
「
超
低

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
」
で
国
内
外
か
ら
注
目
を
集
め

る
沖
縄
生
ま
れ
の
焼
却
炉「
チ
リ
メ
ー
サ
ー
」。

開
発
し
た
の
は
創
業
10
年
、
従
業
員
６
名
の
株

式
会
社
ト
マ
ス
技
術
研
究
所
だ
。「
企
業
理
念
は

『
技
術
を
通
し
た
環
境
改
善
』。
沖
縄
だ
か
ら
こ

そ
生
み
出
せ
る
技
術
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
同
社
代
表
取
締
役
の
福
富
健
仁

さ
ん
。
そ
の
技
術
と
は
、
離
島
や
へ
き
地
、
小

規
模
事
業
所
の
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
も
の
だ
。

　

例
え
ば
沿
岸
部
の
漂
着
ゴ
ミ
の
処
分
問
題
。

埋
め
立
て
る
の
に
十
分
な
場
所
は
な
く
、
塩
を

大
量
に
含
む
た
め
燃
や
せ
ば
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が

発
生
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
福
富
さ
ん
は
、
大

手
で
は
採
算
が
合
わ
な
い
「
小
規
模
焼
却
炉
」

と
い
う
市
場
を
見
出
し
た
。

　

最
初
に
開
発
し
た
小
型
機
で
は
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
発
生
が
法
定
基
準
値
の
50
分
の
１
以
下

（
後
に
開
発
し
た
中
型
機
で
は
１
０
０
０
分
の

１
以
下
に
削
減
）。
し
か
も
燃
焼
効
率
が
高
い

た
め
、
焼
却
灰
も
投
入
重
量
の
わ
ず
か
１
％
。

家
庭
用
電
源
が
使
え
、
煙
も
出
さ
ず
、
操
作
の

負
担
も
少
な
い
。
ゴ
ミ
焼
却
処
分
に
付
き
も
の

の
課
題
が
見
事
に
ク
リ
ア
さ
れ
た
チ
リ
メ
ー

サ
ー
は
、
熱
利
用
や
発
電
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
で
の
さ
ら
な
る
応
用
開
発
の
可
能
性
を
も
秘

め
て
い
る
。

平成20年

平成21年

平成22年

平成23年

平成24年

平成25年

平成14年
平成15年

平成16年

平成17年

平成18年

チリメーサー中型機 サーマルリサイクル機チリメーサー小型機

開発

「沖縄県発明くふう展」
県知事最優秀賞

中小企業活動促進法　新連携対策
補助事業認定取得（経済産業省）
「沖縄県発明くふう展」県知事最優秀賞

サーマルチリメーサー・ボイラ型開発

発明協会「九州地方発明表彰」
発明協会会長奨励賞
発明協会「九州地方発明表彰」
発明奨励賞

環境省「地球温暖化防止活動
技術開発・製品化部門」環境大臣賞

特許出願（廃棄物焼却炉の給湯温度制御装置）

サーマルチリメーサー・ボイラ型製品化
「沖縄県発明くふう展」発明協会会長賞
（廃棄物焼却炉の給湯温度制御装置）
サーマルチリメーサー・ボイラ型初受注

特許取得（低公害焼却処理装置）
特許取得（低公害焼却制御装置）　

「環境展」最優秀環境装置賞
特許取得

海岸漂着ゴミ専用焼却炉の製品化

特許出願（無煙無臭無ダスト焼却
装置）

発明協会「九州地方発明
表彰」発明奨励賞

「ダイオキシン類対策特別
措置法施行規則」の改正　

環境省「地域グリーンニューディール基金」創設　

「グリーンニューディール基金」創設を受
け、県内自治体から次々に受注

県外自治体から初めて受注

総受注件数が65件に到達

県知事賞受賞後、産廃
業・工場・リゾートホテル
などから連続的に受注。
また病院や神社及び県
外の事業所からも受注
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企業支援
沖縄県産業振興公社ではさまざまな事業を行い、

県内の企業を支援しています。
今回は「設備・機械類貸与事業」を紹介します。

き
ま
す
。

④
固
定
金
利
２
．３
％
（
昨
年
度
よ
り
０
．２
％

引
き
下
げ
）
で
、
信
用
保
証
協
会
の
保
証
料
も
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤
割
賦
販
売
の
元
金
支
払
は
１
年
間
据
置
（
そ
の

間
は
利
息
分
の
み
の
支
払
い
）
で
す
。

⑥
最
大
８
０
０
０
万
円
（
特
別
な
場
合
は
１
億
円
）

ま
で
支
援
が
可
能
で
す
。

　

公
社
が
主
体
と
な
る
た
め
、
設
備
投
資
後
も
公

社
の
各
種
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
機
械
類
貸
与
制
度
」
は
、
県
内
中
小
企
業

者
の
事
業
に
必
要
な
機
械
設
備
を
沖
縄
県
産
業

振
興
公
社
が
購
入
し
、
企
業
者
に
有
利
な
条
件

で
割
賦
販
売
ま
た
は
リ
ー
ス
し
て
、
事
業
に
活

用
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。
割
賦
販
売
は
貸

与
す
る
設
備
を
担
保
と
す
る
た
め
、
金
融
機

関
の
融
資
枠
を
使
わ
ず
に
す
む
ほ
か
、
数
々
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

制
度
の
メ
リ
ッ
ト

①
原
則
無
担
保
で
す
（
審
査
条
件
に
よ
り
担
保

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

②
長
期
・
低
利
の
制
度
で
あ
る
た
め
、
安
定
し

た
設
備
投
資
計
画
が
立
て
ら
れ
ま
す
。

③
信
用
保
証
協
会
の
保
証
枠
や
金
融
機
関
の
借

入
枠
に
影
響
を
与
え
な
い
た
め
、
運
転
資
金
や

そ
の
他
の
資
金
調
達
に
余
力
を
残
す
こ
と
が
で

設
備
投
資
な
ら
無
担
保
の
公
的
制
度
を
活
用
し
よ
う
！

しっとくなっとく

株式会社ホワイト急便沖縄
代表取締役　松田博之さん

●問い合わせ：公益財団法人 沖縄県産業振興公社 総務部 融資課
☎098-859-6236　FAX : 098-859-6233
担当者：小濱・伊佐
事業情報URL：http://okinawa-ric.jp/useful/management/73.php
e-mail : yo@okinawa-ric.or. jp

公社制度により導入したボイラーのおかげで、効
率的な熱供給ができるようになり生産性が向上
し、燃料費と人件費の削減にもつながりました。ま
た、民間のリース会社に比べて低金利であること
と、各種サポートが受けられることが、貸与制度を
利用するメリットと感じています。

商
品
開
発

あ
っ
と
言
わ
せ
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

〜
リ
ー
ド
ユ
ー
ザ
ー
法
〜

　前回、商品・サービスの同質化に伴
い、ブランド力強化で差別化要素を創出
することがこれから必要であるというこ
とを書かせていただきました。今回は、
そのブランド力強化を行うための1つの
手法をご紹介したいと思います。『まず
「行動」をつくり出すこと。そこから次第
に商品・サービス/ブランドへの絆が育
成されていく。』という考え方を取り入れ
たプロモーションが今回ご紹介する手
法です。このプロモーションはまず商品・
サービスを実際に「体験（トライアル）」し
てもらうことで、「好意・関心」を創出さ

せ、「再購買・行動」を促し、「認知・理解」
へと繋げ、最終的にブランドへの絆を育
てていくというものです。また、商品を実
際に「体験（トライアル）」して購入した経
験がある人は6割に達するという調査結
果があることから、販売促進にも寄与す
る効率的かつ効果的なプロモーション
手法であるといえます。実際に大手企業
も同様の手法を「レンタカーへの新車投
入」や「化粧品のトライアルキット無料配
布」などで実施しています。そのことから
も効果が実証されているプロモーション
といえます。

　「こうしてくれると嬉しい」という、商品体
験後のお客様の声を聞くことは、改良的
な商品開発には有効です。しかしそれだ
けでは、あっと言わせるような進歩的な
イノベーションは生まれにくいということ
に、お気づきの経営者も多いと思います。
　リードユーザー法とは、一般的なお客
様よりも先行したニーズを持つ特定のお
客様（リードユーザー※以下LU）に商品

を開発してもらうイノベーションの起こし
方です。商品機能の開発を担うのはメー
カーではなく、ユーザーなのです。そんな
突飛な!?と思われるかもしれませんが、
偶発的なLU法は身近でも行われていま
す。「スポーツミネラル」という画期的な栄
養食品は、大きな愛と責任感で野球少年
を見守る母親の、創意工夫によって誕生
しました(＊)。このようにLUが自ら商品化
して創業を果たしたケースはよく見られ
ます。
　しかし、偶発的なだけでは後が続きま
せん。企業が存続していくには、意識的
に、継続的にイノベーションをプロデュー
スする必要があります。LU法を試みるな
ら、ユーザーがLUであるための要件を理
解する必要があります。LUの効果的な探
索方法も提唱されています。

文・友利至伯（ともりよしとも）株式会社アドスタッフ博報堂　
マーケティングソリューション局R&D推進部　マーケティングプランナー　
1980年浦添生まれ。05～08年までオクラホマ州立セントラルオクラホマ大学にてマー
ケティングを修学後、同社へ入社。アカウント局を経て、マーケティングソリューショ
ン局へ配属。現在は官公庁、民間企業のリサーチ及びプランニング業務に従事。

文・照屋隆司（てるやりゅうじ）　有限会社開発屋でぃきたん代表取締役。食品・生物資源産業分野の技術系
コンサルタント。酒造会社・県農業試験場・（株）TTCを経て99年より現職。（公財）沖縄県産業振興公社登録
専門家。（一社）日本臨床栄養協会認定NRサプリメントアドバイザー。（社）日本産業カウンセラー協会資格登
録・産業カウンセラー。カウンセリングルーム「キャリアオアシス楠」主宰。　http://www.dikitang.jp

日 14～千思万考～
「体験が生活者を動かす！」

マーケティングコラム

々
雑感

30

照屋隆司による「食品・化粧品などの開発、技術、表示等に関する無料相談」受付中！※要予約。
問い合わせ：沖縄県中小企業支援センター　☎098-859-6237

　

ご
相
談
の
際
に
は
、

①
直
近
３
カ
年
の
決
算
書

②
導
入
設
備
の
見
積
書

③
カ
タ
ロ
グ

④
借
入
金
償
還
計
画
表
（
他
の
借
入
が
あ
る
場
合
）

を
公
社
ま
で
ご
持
参
下
さ
い
。

(＊)「スポーツミネラル」
商品誕生物語　http://www.spomine.com

ピンクの看板でおなじみの同社。約100店舗か
ら衣類が集まる沖縄工場・那覇工場で、公社の貸
与制度を活用したボイラーがフル稼働している

利用者の声



10OKINAWA VENTURE STUDIO

　

オ
レ
ン
ジ
色
の
看
板
で
お
な
じ
み
の
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
、Ａ
＆
Ｗ（
エ
イ
ア
ン
ド

ダ
ブ
リ
ュ
）
を
経
営
す
る
エ
イ
ア
ン
ド
ダ
ブ

リ
ュ
沖
縄
株
式
会
社
。
２
０
１
３
年
に
創
業
50

周
年
を
迎
え
、
記
念
メ
ニ
ュ
ー
や
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
県
内
外
か
ら
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
３
年
４
月
か
ら
期
間
限
定
で
販
売
中

の
50
周
年
記
念
メ
ニ
ュ
ー
「
ザ
・
Ａ
＆
Ｗ
バ
ー

ガ
ー
」
も
そ
の
ひ
と
つ
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
と
今

ま
で
に
な
い
食
材
の
組
み
合
わ
せ
が
特
徴
の
ス

ペ
シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー
だ
。
ま
た
、11
月
に
は
牧

港
店
で
「
夢
の
バ
ー
ガ
ー
を
つ
く
ろ
う
」
と
銘

打
っ
た
謝
恩
イ
ベ
ン
ト
を
敢
行
。
３
日
間
で
１

０
０
０
人
程
度
の
来
客
を
想
定
し
て
い
た
が
、

実
際
に
は
３
０
０
０
人
近
い
人
が
集
ま
っ
た
。

営
業
企
画
部
次
長
の
伊
波
弘
次
さ
ん
は
「
大
赤

字
で
す
（
笑
）
。
で
も
以
前
か
ら
皆
で
や
っ
て

み
た
い
と
言
っ
て
い
た
企
画
だ
っ
た
の
で
、
思

い
切
っ
て
挑
戦
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
で

想
定
外
の
事
態
も
次
々
と
起
き
、
反
省
点
も
多

大好評の「ちんすこうショコラ」に季節限定フレー
バーが登場！ブラックココアパウダーと石垣の塩を
使用したちんすこうを、口溶けの良いホワイトチョ
コレートでコーティングしました。まろやかなホワ
イトチョコの甘さと、塩味がほどよく効いたほろ苦
いちんすこうが絶妙なハーモニーを奏でます。
ティータイムに、贈り物に、お土産に、この季節だけ
の味わいをぜひお楽
しみ下さい。12個入り
630円（税込）。2014
年3月頃までの限定
販売です。

い
の
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
の
笑
顔
を

見
る
こ
と
が
で
き
、あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
ね
」

と
怒
涛
の
３
日
間
を
振
り
返
っ
て
く
れ
た
。

　

現
在
、Ａ
＆
Ｗ
直
営
店
22
店
、
サ
ー
テ
ィ
ワ

ン
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
11
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
４
店

と
運
営
本
部
を
合
わ
せ
て
約
８
０
０
名
の
従
業

員
を
擁
す
る
同
社
。
２
０
０
０
年
以
降
は
競
合

も
増
え
て
き
た
中
、「
地
元
の
お
客
様
を
も
っ

と
大
切
に
し
た
い
」と
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
モ
バ
イ
ル
を
活
用
し
た
顧
客
接
点

を
増
や
す
取
り
組
み
に
も
余
念
が
な
い
。
ま
た
、

従
業
員
教
育
施
策
と
し
て
毎
年
恒
例
の
サ
ー
ビ

ス
コ
ン
テ
ス
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
表
彰
な
ど
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
軸
と
な
る
の

が
、
代
表
取
締
役
社
長
の
平
良
健
一
さ
ん
が
つ

ね
づ
ね
語
っ
て
い
る
「
〝
あ
り
が
と
う
〞
の
文

化
を
伝
え
た
い
」
と
い
う
言
葉
。
顧
客
に
も
従

業
員
に
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
、
と
い

う
同
社
の
基
本
理
念
は
、
次
の
50
年
も
守
り
抜

か
れ
、
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
広
場

エ
イ
ア
ン
ド
ダ
ブ
リ
ュ
沖
縄
株
式
会
社

公社ネットワーク会員 PRESS RELEASE

Ａ
＆
Ｗ
沖
縄
50
周
年
記
念
！
一
年
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー

「
ザ
・
Ａ
＆
Ｗ
バ
ー
ガ
ー
」大
好
評
販
売
中

季節限定「ちんすこうショコラ
ブラックココア＆ホワイトチョコ」

元気企業File

ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
な
ど
、
独
自
の
取
り
組

み
で
〝
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
〞
を
目
指
す
企
業
を
ご
紹
介
し
た
り
、
沖
縄

県
産
業
振
興
公
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
企
業
の
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ

ス
の
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

（公財）沖縄県産業振興公社では、さらなる企業支援の拡充・強化を目指し、ネットワーク会員を募集しています。会員特典として会員間の交流、有料セミナー・公社ホー
ムページ・バナー広告・メールマガジンへの掲載料金の割引、ビジネス関連ビデオの無料貸し出しなど様々な特典メニューをご用意しています。
詳しくは　http://okinawa-ric.jp/useful/etc/4380.php まで。　担当：藤原

「夢のバーガーを
つくろう」の当日風
景。入口でパンと
メインのフィリング
（ビーフパティ・チ
キン・ソーセージ
など）を受け取り、

チーズ・ベーコン・トマト・レタスなどは挟み放題。
ドリンクやデザート、ポテト・オニオンフライも取り
放題で 2 時間たっぷり楽しめる謝恩企画に、長年
の固定客を始め多くの家族連れが参加した

ザ・A&Wバーガー（税込
550円）。ビーフ100%パテ
ィに黒糖ペッパーポー
ク、クリームチーズ、オニ
オンリングなどを添えた
スペシャルな味わいが
魅力。2014 年 3月末
までの期間限定販売だ

平良健一さん。創業者であ
る父から1997 年に経営を
受け継ぎ、「ルートビア毎日
おかわり無料」をはじめとす
る顧客目線のさまざまなサー
ビスを次々と導入してきた

LED照明を活用して
省エネしませんか！

「チャンプルーウコン」の沖縄美健から
「さんぴん梅」「塩トマト」新登場

株式会社ファッションキャンディ
☎098-897-5194（担当：古謝）
http://www.fashioncandy.co.jp

エイアンドダブリュ沖縄株式会社
浦添市牧港1196（運営本部）
☎098-878-2362
http://www.awok.co.jp/
Facebookページ
http://www.facebook.com/pages/
AW-Okinawa/378589115539773

リサイクルトナー等の販売を通し、県内企業のコス
ト削減をサポートしてきたデーコム。このたび創業
19年を迎え、さらなるコスト削減を提案するべく
LED照明器具の販売を開始しました。事務所や店舗
の照明をLEDに変えると、コスト削減（省電力によ
る光熱費削減・長寿命による消耗品費削減）やCO2
削減による地球温暖化防止、虫が寄り付きにくい
等、多くのメリットが
あります。レンタルで
の導入も可能ですの
で、ぜひお気軽にご
相談下さい。

「チャンプルーウコン」でもおなじみの健康食品メー
カー、沖縄美健から新商品が続々登場。「さんぴん梅」
（25g入り税込210円）は種抜き干し梅にさんぴん茶を
配合した独特のすっきり＆さっぱり感が特長。「塩トマ
ト」（120g入り税込400円）はぎゅっと甘みを凝縮した
ドライトマトに、沖縄の塩「ぬちまーす」を加えたジュー
シーな甘塩っぱさがクセになる美味しさ。どちらも年
齢性別問わず、おやつにお茶うけにお酒のお供に…と
大好評。県内スーパー
や土産品店、オンライ
ンショップなどで購入
できます。

h t t p : / / o v s . j p
沖縄経済を進化させるメディア

沖縄ベンチャースタジオ

沖縄ベンチャースタジオ 検索

株式会社沖縄美健
☎098-946-6172（担当：宮国）
http://www.okinawanikonikogenkijima.jp/

☎ 098-870-5501（担当：当真）
有限会社デーコム
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11
月
25
日
、
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
パ
ー
ク
那

覇
で
、Ｂ
to
Ｂ
型
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

「
第
４
回
オ
キ
ナ
ワ
ベ
ン
チ
ャ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
『
万
国
津
梁
大
異
業
種
交
流
会
』」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
展
企
業
１
３
９

社
中
、
沖
縄
県
が
新
産
業
の
重
点
産
業
と

位
置
付
け
る
バ
イ
オ
・
Ｉ
Ｔ
・
環
境
分
野

が
34
社
、
食
品
・
サ
ー
ビ
ス
分
野
38
社
、

台
湾
か
ら
の
企
業
25
社
（
前
年
比
３
倍
以

上
）
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
企
業
群

が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
60
秒
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
全
出
展
社
が
参
加
し
、

登
壇
者
が
自
社
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
自
社
ブ
ー
ス
へ
の

来
訪
を
促
進
。
各
社
の
ブ
ー
ス
お
よ
び
商

談
コ
ー
ナ
ー
で
は
国
や
地
域
、
業
種
を
超

え
た
情
報
交
換
と
交
流
が
盛
ん
に
行
わ

れ
、
互
い
の
技
術
や
素
材
、
ニ
ー
ズ
を
掛

け
合
わ
せ
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
の
可

能
性
を
積
極
的
に
探
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

■サンサナー３（ミーチ）
2,800円（税込）
CD+DVDの豪華 2 枚組と
なった 3 作目のアルバム。
メンバーが作詞を手掛ける
など積極的に制作に参加し
た意欲作

「
万
国
津
梁
大
異
業
種
交
流
会
」に

県
内
外
か
ら
１
３
９
社
が
集
結

　

産
業
振
興
公
社
の
海
外
事
務
所
、
海
外

委
託
駐
在
員
の
活
動
報
告
会
が
10
月
23
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
公
社
で
は
、
北
京
・

上
海
・
香
港
・
台
北
に
海
外
事
務
所
、
タ
イ
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
フ

ラ
ン
ス
・
北
米
・
福
州
に
駐
在
員
を
設
置

し
、
海
外
情
報
の
収
集
・
提
供
、
県
産
品

の
販
路
拡
大
、
観
光
客
の
誘
客
、
企
業
誘

致
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
報
告
会
で

は
こ
れ
ら
の
活
動
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
海
外
事
務
所
等
の
活
用
に
関

す
る
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
約

１
６
０
名
も
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
県
内

企
業
の
海
外
展
開
に
対
す
る
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

加
藤
香
港
事
務
所
長
は
「
香
港
で
沖
縄

発
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を
創
出
し
た
い
。
ヒ
ッ

ト
商
品
が
生
ま
れ
れ
ば
他
の
商
品
も
牽
引

で
き
、
沖
縄
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
も
繋
が

る
。
観
光
と
物
産
の
連
携
も
密
に
し
て
相

乗
効
果
を
図
り
た
い
」
と
話
し
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
生
中
継
で
登
壇
し
た
浦
崎
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
委
託
駐
在
員
は
「
こ
ち
ら
で
人

気
の
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
に
加
え
、
他
の
県

産
品
も
可
能
性
を
探
り
た
い
。
沖
縄
の
認

知
度
を
も
っ
と
上
げ
て
観
光
誘
客
を
し
た

い
」
と
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
報
告
会
と
同
会
場
に
て
海
外
事

務
所
に
よ
る
個
別
相
談
会
も
実
施
し
ま
し

た
。
現
地
を
よ
く
知
る
事
務
所
員
が
自
ら
、

県
内
企
業
の
海
外
進
出
に
関
す
る
個
別
相

談
を
受
け
、
今
後
の
取
り
組
み
等
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

「
海
外
事
務
所
活
動
報
告
会
」
を
開
催

約
1
6
0
名
が
参
加
し
大
盛
況

OVSニュース

沖
縄
芸
能
の
入
り
口
に
な
れ
る
よ
う
に

〝
O

－

P
O
P
〞を
確
立
し
た
い
で
す
。

　

サ
ン
サ
ナ
ー
は
、
琉
球
舞
踊
や
唄
三
線
を

現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
ダ
ン
ス
と
サ
ウ
ン

ド
が
特
徴
の
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
だ
。
３
人
の
メ

ン
バ
ー
は
全
員
が
20
代
前
半
の
女
性
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
民
謡
や
古
典
芸
能
の
世
界
で
力
量

を
認
め
ら
れ
た
実
力
派
。「
音
楽
を
通
し
て
沖

縄
の
良
さ
を
伝
え
た
い
」
と
い
う
想
い
で
結

集
し
、
沖
縄
音
楽
と
洋
楽
を
融
合
し
た
ア
ッ

プ
テ
ン
ポ
な
曲
調
や
、
歌
い
な
が
ら
踊
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ス
タ
イ
ル
の
確
立
に
挑
戦

し
て
い
る
。

　
〝
Ｎ
Ｅ
Ｏ　

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｎ　

Ｐ
Ｏ
Ｐ

Ｓ
〞
と
名
付
け
た
ス
タ
イ
ル
に
、
当
初
は
疑

問
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。「『
な

ぜ
伝
統
の
髪
結
い
を
し
な
い
の
か
』、
と
指
摘

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
師
匠
か
ら
、『
ポ
ッ

プ
ス
よ
り
も
伝
統
芸
能
を
続
け
て
ほ
し
い
』

と
言
わ
れ
た
こ
と
も
。
そ
れ
で
も
、

最
初
の
想
い
を
貫
き
通
し
て
努
力
し

ま
し
た
」
と
３
人
は
語
る
。
そ
の
努

力
は
、「
海
外
で
は
Ｊ̶

Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
ひ

と
つ
と
し
て
紹
介
さ
れ
、『
沖
縄
音
楽
』

か
ら
『
Ｊ̶

Ｐ
Ｏ
Ｐ
』
へ
、
フ
ィ
ー
ル

ド
が
拡
が
っ
た
こ
と
を
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、『
サ
ン
サ
ナ
ー
が
き
っ
か

け
で
組
踊
を
見
に
行
っ
た
よ
』『
三
線

を
買
っ
た
よ
』
と
い
う
声
も
聞
こ
え

る
」
と
ユ
リ
エ
さ
ん
が
語
る
よ
う
に
、

沖
縄
の
音
楽
や
伝
統
芸
能
の
再
評
価
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
０
年
の
結
成
か
ら
現
在
ま
で
に
３

枚
の
Ｃ
Ｄ
を
発
表
し
、
こ
の
う
ち
３
曲
が
フ

ラ
ン
ス
の
テ
レ
ビ
局
「
Ｎ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ（
ノ
ラ

イ
フ
） 

」
の
音
楽
番
組
で
ヒ
ッ
ト
チ
ャ
ー
ト

の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
10
に
登
場
す
る
な
ど
、
展
開
の
ス

ピ
ー
ド
は
速
い
。
今
後
は
、「
Ｊ̶
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の

枠
に
収
ま
る
の
で
は
な
く
、『
Ｏ̶
Ｐ
Ｏ
Ｐ
』

と
呼
ば
れ
、
定
着
す
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
完
成

度
を
高
め
た
い
」
と
ア
ー
サ
さ
ん
。
デ
ビ
ュ
ー

以
来
、「『
来
年
の
今
頃
に
は
こ
う
し
た
い
』

と
い
う
目
標
を
明
確
に
掲
げ
て
や
っ
て
き
た
」

と
ア
イ
さ
ん
が
語
る
構
想
力
と
向
上
心
を
胸

に
、
沖
縄
か
ら
世
界
に
発
信
す
る
新
し
い
音

楽
ジ
ャ
ン
ル
の
確
立
を
目
指
し
て
、
道
な
き

道
を
ひ
た
走
る
サ
ン
サ
ナ
ー
だ
。

問い合わせ：海外・ビジネス支援課
担当：金城・安慶名（あげな）
☎098-859-6238

タブロイド判
沖縄ベンチャースタジオ38号
2013年12月20日発行
発行：（公財）沖縄県産業振興公社
☎098‒859-6237
http://ovs.jp

編集：（株）ルーツ
広告：（株）アドスタッフ博報堂
☎098-862-4459
e-mail：k-kakazu@adsta.co.jp

本紙についてのご意見・ご感想は
ovs@okinawa-ric.or.jpまで
「情報紙について」の件名を入れて送信して下さい。

2010年６月に結成。同年、「琉球フェスティ
バル」への出演や台湾でのライブを敢行。
海外での評価も高く、台湾公演は3年間で
７回を数える。一方フランスでは 2012年
に「NOLIFE」の音楽番組で初のベスト10
入りを果たし、2013年11月第3週の同番
組内J-POPチャートでも「ビーチパーリー」
が6位にランクイン。（写真は左からアイ
さん、アーサさん、ユリエさん）

表紙の人Interview

NEO OKINAWAN POPS ユニット

サンサナー

参加者からの質問も積極的に行われる
など、熱気にあふれた報告会の風景

問い合わせ：オキナワベンチャーマーケット運営事務局
（株式会社OKINAWA J-Adviser 内）
☎098-851-4130　FAX：098-851-4131
http://ojad.jp/ovm/

台湾からは化粧品を始め食品・電子機器・衣料品・化
学製品などのメーカーや印刷会社、技術研究機関など
が出展した

＜ライブ情報＞
サンサナーLIVE TOUR13
ジングルベル♪ジングルベル♪セミが鳴く～♪
ツアーファイナル　沖縄公演
2013年 12月22日（日）
場所：ライブハウス　島唄
開場18：00/ 開演 19：00
料金：前売￥2,000　当日￥2,500 
小学生以下半額（自由席 /要オーダー）　
問い合わせ先：☎098-863-6040
詳細は公式サイト参照：http://www.sansanar.com/

タブロイド判
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